
あるのに対し.開放附近では2.5秒前後であった｡刺激

速度の減少にともなって.反応沼時は単調増加の械向が

あった｡刺激塁示時間が関伯に彫智を及ぼすことが示唆

されたが.今後.包示時間をパラメータとして四位の汎
定をする必繋があるとおもわれる｡

ニホンザルの社会的認知能力の解析

鈴木 延夫 (北大･文)

退去30年間.ニホンザルに関する社会行動の研究は,

フィールドにおける観察研究を主体にして大きな成果を

収めてきた｡しかし.社会科学や人文科学の境界額域と

してこの方面の研究に今後より一層の学問的飛躍を期待

するならば,野外研究における奴宗技法の問題を再検討

する必要がある｡つまり,観訳し研究する側の人間と祝

祭対象になるニホンザルとの社会行動に関係すろ感党知

常雄力の比較検討を行い.祝祭技法の攻平を必至引こ応じ

て心卸 すろ必要がある｡

本研宛ではこうした問題忠mから.安定した社会生活

を矧 ナている1群のニホンザルを研究対象にし.彼等の

祝知覚に依存した社会的な認知舵力を実験的に研究する

ことが主要目的と成っている｡

実験は京都大学詔長旅研究所の節 1放飼場内で袋田飼

育されてきた約60頭の苗浜群を対象にし,同飼育場円に

おいて実物大に引伸したカラーの教写共を弁別刺激材料

に使ったオペラント条件づけ方式で行った｡実験条件毎

の正反応には大豆を報酬として与え.条件づけの完成規

準を正反応率80%とした｡また.突放手続きでは研究対

･象であるサル達の自発的な反応意欲を長大取に活用する

ようにし.研究者からサル通に課する固定した突放手続

きを最小限に抑制した｡

実験の結果については.弁別利敵の性格に応じて正反

応率の変動を分析し,群杓成員に関するニホンザルの認
知托力を考究する予定であったが.突験手続の特殊性か

ら共同利用研究の指定期間円には.分析や考窮に必要な

只体的データを得ろに至らなかった｡

しかし,昭和53年度の国内流動研究員制度の枠内で本

3. 研 究 会

第 6回 ニホ ンザ ル の現 況 研 究会

1. 期El 昭和52年5月28,29日

2.場所 京大詔昂ぶ研死所一階会芯室

3. 参加者数 延べ約50名

4. プログラム

研死は発展的に継続されており.53年度中にはその成果

が十分期待されるところである｡

サル胃の前癌病変としての腸上皮化生の検索

河内 巾 ･松分別夫 ･佐野友乃

(国立がんセンター)

Ⅰ 研究日的

日本人には胃痛が多い｡日本のサルの口に口煩の爪痛

病変と考えられている腸上皮化生が存在するかな検累す

る｡

Ⅱ 研究計画

1) サルの胃を含めた消化管を特に枚累したい｡その祖.

他の臓器を使用する他のグループとの共同実験穀が.

サルを有効に使用することになる｡

2) サルの田を摘出した後.新鮮な状態で,テステープ

法によって腸上皮化生を生化学的に診断する｡

3) 円の粘膜の一部を採取し.酵素活性を瓢定する｡

4) 田の粘膜の一部をホルマ1)ン固定し.病理組紙学的

に枚苅する｡

Ⅲ 研死の経過

ニホンザル.ヤクザルを巾心とする25匹のサルについ

て.腸上皮化生の存在をテステープ法によって酵素学的

に,また.ホルマ 1)ン田定田本を病理組枯学的検索し

た｡

Ⅳ 研完成果

検索した大部分のサルのTlには袋屈性TT炎がみられた

が.明らかな股上皮化iEがみられたのは一匹であった｡

また.日成は見つからなかった｡

サルは実験的に叩癌が出来にくいことが知られている
が.自然界のサルも.円癌のみならず脱上皮化生も非常

に少ないことが.今回の検粥から推測される｡

V 研究の考訳.反省

今回の検索で.サルの円の股上皮化生が初めて明らか

にきれた｡しかし年令の花いサルをⅢ点的に検索するこ

とは出来なかった｡今後.矧 こ年令の高いサルの例数を

増やして検累することが必安と考えられる｡

テーマ:こホンザルの分布と保護に関して

1.各爪下ニホンザル大塁捕獲の動向について

関西ニホンザル研究会 取,大将他.

見知耶和雄許可認可数についての基本的討胎

コメント提出者 丸山 取.鈴木
2.野猿公苑の問題について
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箕面 (牧野).高宕山 (長谷川)の場合について

総括討論

コメント提出者 村松

3. ニホンザルの奇形問題について

こホンザルの奇形の発生率の状況 (奇形問題研究会)

4. 特典号 ｢ニホンザルの分布と保滋｣のまとめと討論

印象に残ったことを断片的に列記してみると以下の様

になる｡

①故近ニホンザルの大畠捕雄が相次ぎ,多くが動物商.

製茶会社,大学･病院などに流れているという｡猿害に

よる和雄申調.県知事許可の扱われ方に問題があり.蕊

た捕排したサルは社会のために有効に使うということで

火映動物としての利用が正当化の道具に使われる｡大学.

会社も使用に当って保茸や資料の保存などに配慮が払わ

れているとは見えない｡サルの捕投と使用が安易に結び

つけられているところに問題がある｡Ei林大臣,県知事

にこれらの問題についてアピールすべきだ｡

◎東京良工大.丸山直樹氏:昭和30年頃から殺宙が頻

発した｡これはE3菜･林某の梢造改音節業の進行と関係

がある｡だが.なぜ殺害が頻発するのかをサルの生態の

伽から具体的に指摘することができない｡この点を改善

すべきだ｡

◎奇形問題研究会.好広英一氏 :最近調査が進みつつ

あるこホンザルの奇形の発生状態 (分布).奇形の好発

部位等についての詳細が発表された｡

④こホンザルの分布を雑誌 ｢にはんざろ｣に特典する

作業が進められた｡ (和田)

群れの統合機構に関する研究会

(ニホンザルの雌の生活史)

1.期日 昭和52年2月24,25日

2.場所 京都大学並長潮研究所セミナ一室

3. 参加者数 約50名

4. プログラム

Ⅰ.雌についてのデモグラフィー

a)個体群動態の分析 (大沢秀行)

b)各地の群れの個体群動態一宮島 (林 勝治).顔

山 (糸魚川直祐).嵐山(乗越胎司),志賀 (常田英士),

箱根 (福田史夫),雲仙 (杉山串丸)

C)性成熟と出産 (森 明雄)

Ⅱ.確の発選とアクティブィティー

a)発達について-房総 (長谷川真理子).勝山 (根
ケ山多嘉子).串良 (森 梅代)

b)アクティブィティーについて (B･S･グtlワル)

Ⅱ.雌の社会関係に関する諸問題

a)噸位についての総括 (森 明雄 ･高畑由起夫)

b)血縁の結びつき (小山直樹)

C)群れ離脱一望仙 (杉山),箱根 (福田)
d)雄との結びつき一雄への追随 (北村光二),屋久

島における交尾李の雌の関係 (品田宋執 王か)

5. 内 容

第1部のデモグラフィーについては,高崎山の資料に

基づく生命表を中心に,個体群動態の一般論の展開があ

り.続いて各調査地からの個体数増加曲線,初産年令,

出産率,死亡率,寿命,出産年令等について長年月に及

ぶ具体例の提示によって肉付けが行われた｡大部分は餌

付け群でゐろが.詔仙山の野生群の資料は餌付け群との

墓を明掛 こ示すと同時に.出産率や初産年令の極度の芸

の詳しい分析の必要性や寿命などまだまだ資料の少い側

面など.問題点が明確にされた｡前者については串良の

例から体重などからみた発達皮と強い閑適が指摘され.

(Ⅰ･C),党殆生理学やサルの飼育育成に多くの知見を与え

問題を捉超した｡

大部分の個体が生れた群れで一生を過す雌でこそデモ

グラフィーがここまで明らかにされたが.広域を移動す

る雄についてデモグラフィーの朋明が切実な聞血となっ

てきたといえる｡

第Ⅱ部では発達に伴う雌の行動の特徴が論試され.年

令変化や初産に伴って行動様式が変化し.群を榊成する

一人前の雌の形成されてゆく過程が示され.心理学との

関連に示唆を与えた｡

第Ⅲ部では.これまで多くの論詔のあった雌の噸位や

血縁,交尾季 ･非交尾李における相互の関係,雄との関

係などが論試される一方.これまで軽視されてきた確の

群離脱について報告された｡後者についてはまだまだ現

象把握の段階を出てないが,決して無視できないほどの

ものであることが明らかとなった｡投じて.とくに幻Ⅰ

部では.この方面の野外研死の現段階を示す密度の高い

研究会になりえたと判断する｡ (杉山)

各環境構造における霊長類の適応

機序の解明に関する研究会

1. 期日 昭和52年6月18,19日

2.場所 京都大学霊長類研究所会議室

3. 参加者数 約50名

4. プログラム

Ⅰ.ケース･スタディ｢志賀高原校規川流域のニホンザ

ルの総合調査にもとづく.こホンザルの適応に関する研

究報告｣

1)生態班 :C群の土地利用に関する季節パターンと

群れの遊動生活

-48-



油田よし子 (志刀市原野外博物位) ･好広

it- (京大 ･理)･荷田英士 (地獄谷野殺

公苑)

2)形憤班 :生体計測の結果
松本 苅 ･岩本光堆 ･泣辺 叡 (京大 ･忠

正研)

3)田床班 :

路床所見

松林沼明･千菜敏郎 ･竹中 修 (京大 ･詔

長研) ･和 秀雄 (JMC)

性成熟に関して

千恭敏郎(京大･詔長研)･和 秀雄(JMC)

4)生理班 :体温調節反応

大洋 済 ･原 文江 (京大 ･田長研) ･佃

弘子(大阪市大 ･理)･大rI義人く阪大 ･医)

5)迫伝班:迫伝学的にみた^群とC群

川本 芳 ･庄武孝義 ･野揮 誹 (京大･詔

長研)

6)総括的討約

7)C群の調丑の位紀づけと械沿川流域のニホンザル

の環暁問題

山本教碓 (志fE高原野外博物付)

Ⅱ.シンポジウム｢詔長祝の適応｣
1)班長斑の生想学からみた適応Ⅰ

鈴木 晃 (京大 ･塁長研)

2)e2品類の生7B学からみた適応Ⅱ

河合雅雄 (京大 ･詔長研)

3)E3長狭の｡コモーシヲンからみた適応

石田英夫 (京大 ･理)

4)5L.正長獄の温度適応に関する二,三の閃血

中山昭堆 (阪大 ･理)

5)班長対の生化学からみた適応の諸現象

竹中 捗 (京大 ･詔長研)

5. コメント

今回は.共同利用研究設定課題Ilに関する第 1回の研
究会であるため,雷長茄の適応について幅広く,社会 ･

生憎･行動 ･形態 ･生理･生化学の諸分野から問題点を

田摘し.互いの関連性を検討し.この課題の今後の研究

方向を的じることにEi点がおかれた｡同時に.蒔冷環暁

への適応のケース･スタディとして,本年2月中旬に上

付越山店地相ニホンザル縫合調査団が行なった志fTC群

のtffi控抱合訊玉の結果について討講がなされた｡

(大河 折)

霊長類の生靖と成長 ･発達に関する

研究会

第 1回 基本的問題と将来への展望

1.期日 昭和52年6月24,25日

2.場所 京都大学詔長研研兜Trr会談宝

3. 参加者数 約50名

4. プログラム

1) 思春期における性的発辺と身体的発77

玉田 太rjl(自治医大)

2) 知覚 ･認知の発迅

皿取 庶人 (東大 ･散在)

3) エソロジイの靭点からみた新生児 ･乳児の発適

応m m三 (神戸大 ･医)

4) マウスの生班行動とフェロモン

木村 武ニ (m大 ･教兼)

5) 哨乳現の発生変只と迎化 一浩珊様式を中心にし

て一

和田 -1Jt(訳大･D技研)

6) ヒトの成長のPq皿

木村 邦彦 (yJ'符医大)

7) 老化の問題点

頂内 応刀 (和歌山爪立医大)

5. コメント

共同利用研死の設定課皿変丈にともない.所らしく発

足した.生河.成長.発適に関する初回の研究会であ

る｡生班も成Liも発遇も.考えてみれば.一本の ｢生物

時間｣の線上にのっかっていろ現故である｡どの現象を

とり上げてもこの研死金のm皿にはなり和るのだが.時

間生物学という恋mで詔技mと取り紐んだ成毛刑ま.残念

ながら日本には極めて乏しいと訂わざるを得ない｡今後

の研究に対する相田となるべく.郡一回の研究会が.そ

の副題も｢基本的閃皿と将来への展望｣とうたい上げて

演者の選択にかかったのだが.研死会閃雌日までの限ら

れた日数,研究者多忙の時肌 というトラブルと式なっ

て.とても予定通りの日細見を達成させ得るプログラム

を作ることができなかった｡

しかし.懸念とはうらはらに.研究会のフタを開けて

みると.ヒトの瓜群糊と老化というagingの両軌IuIの閃皿

が内分泌的にかなり分りやすく解説されたし.また苅'T;!

分娩による仮死や式ZEによってひきおこされた隅田児の

おくれた知光 ･認知の発達の提示は.腿者に大きい祇動

と緊張感を与えて,まずまず.初回の研究会.校穿け る

研発会としては成功があったと認nするに空ろ｡冊栢面

からのヒト成長の話も,同じようなことがサルでもっと

行なわれねばならないという反省を私通に粒えつけた｡
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下等唱乳類もとり入れて,ひろく比較動物的にという御

意見にしたがって,動物の側からの演題2超｡Phero･

moneは高等霊長校でも否定できない現状だが,pher0-

moneがマウスのようにサルに流産の原因になるとは考

えられないにしても興味しんしんの話題である｡ある種

の唱乳期のdclayedimplantationは箪者にとって垂誕

ものの現象だが,詔長類への進化の過程での役割につい

ては今後の研究にまたねばなるまい｡ (大島)

第 2回 ニホンザルの資料を中心に

1. m 日 昭和53年1月13,14日

2.場 所 京都大学詔長類研究所会議室

3. 参加者数 約40名

4. プログラム

1)宝 川 端 久 (大阪市大 ･理)

こホンザル脱山群におけるコザルの発達と母子

関係

2)長谷川 蒋 - (東大 ･文)

芯宕山邦一群の ｢みなしご｣の発達過程の特殊

性

3)1長谷川 共理子 (東大 ･理)

遊び行動の発達 高宕山第-群の観察から

4)根ケ山 光 一 (阪大 ･人科)

飼育ニホンザルにおける出産直後の母子関係

5),n 川 多茄子 (阪大 ･人科)

隔離飼育ニホンザルの行動発達

6)向 徽 弘 (阪大 ･人科)

ニホンザルにおける初期発達段階

7)糸瓜川 田 祐 (阪大 ･人科)

ニホンザルメスの老化にともなう先知活動の変

化

討論者 践見千払子 (お茶の水女子大･家政)

岡 宏子 (聖心女子大 ･文)

川辺 武男 (大阪市大 ･理)

四郎 顕蓮 (同志社大 ･エ)

水原 浮城 (東京良工大 ･堤)

8)東 滋 (京大 ･霊長研)

村 松 正 敏 (マカク研)

ニホンザルの光殖糊をめぐる生態学的開成

討論者 干葉 敏郎 (京大 ･SB長研)

河合 雅雄 (京大 ･詔長研)

9)本 庄 韮 男 (国立予防符生研)

ケージ内兜殖方式によるカニクイザルの継続世

代生産一実験動物学的観点から,とくに身体およ

び性行動上の発達を中心に

討論者 岩本 光雄 (京大 ･惑長研).

10)只 野 柳 (名大 ･医)

只 野 正 志 (肢大 ･教養)

喝乳類の卵子形成一成熟現象を中心にして

ll)麻 生 武 志 (京大 ･医)

Raboonの生殖機能とpro】actiTlについて

12)田 村 食 (自治医大)

メスニホンザルの夏期不妊 (無排卵)の成因に

関する内分泌学的研究

13)榎 本 知 郎 (東海大 ･医)

ニホンザルのステロイド･ホルモンの血中汲皮

の変動と性行動について

討論者 大畠 清 (京大･詔長研)

和 秀雄 (日本モンキーセンター)

本庄 国男 (国立予防衛生研)

5. コメン ト

第 1回の研究会が基本的な問題点をきぐることにま(瓜

がおかれたのに対し.この翁2回の目的は,主としてニ

ホンザルの生執 成見 発達過程に関する具体的なf2料

を知ろことであった｡

まず行動の発達に関して.出産直後より1年rnJおよび

その後の克明な観察記録が発表された｡それらは.野山

および飼育条件下のそれぞれの特殊性にもとづいた歩Q軸

ある寧天を示しているが.何を問題にしていろかについ

て超々の疑問が提出された｡こホンザルの米粒活動の加

令および地域的変動については.まだ限られた史料しか

･得られていないので.将来へ多くの間皿を残している｡

さらにこれらの繋殖活動を維持している,排卵.受約.
成熟などの機構の柄迄的おj:び内分泌学的研死は.除々

にではあるが生殖機構のなぞを明らかに しつつあり,

とくにヒトのモデルとしての有用性が期待される｡また

内分泌的変化と性行動との関係についての史料が.まだJ

予備的段階ではあるが検討された｡さらに突鹸動物とし

ての有効な光殖 ･育成の方式にBgする只体的な成果が報

告され,この課題にとりくむ研究者が実際にiEi両する困

難を解決するための多くの示唆が得られた｡.

この研究会は広い分野からの染まりであり.間組捉超

に関する相互の理解にやや欠ける点があるためか.全般

を通じて.具体的な事実についての質疑応答は活発に行

なわれたが.問題の核心にふれる討論に通し難く.この

点は今後の課題でもあろう｡なおサルの形倍的成長に関

する研究も要望される｡ (宝伏)

霊長類の系統 ･種分化 ･種の特性に

関する研究会

1. 期 日 昭和52年12月9.10日

2.場 所 京都大学霊長駁研究所会議室

3. 参加者数 約40名

4. プログラム
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詔正村の系統･孤分化･印の特性に関する研死

-SpCCialionを中心として-

1) fTZ気泳動的変鋼からみたオナガザル科3周の代安

田問にみられる氾伝的分化

川本 芳 (京大･霊長研)

2) D長期のIgG迫伝標識について

松本 秀雄 (大阪医大)

3) 惑長狭ヘモグロビンの分子進化

毎日 徹夫 (長崎大 ･医)

4) 皮膚隆線の個体発生と系統発生

岡嶋 道夫 (東京医歯大)

5) ハツカネズミにおける亜種の分化と退伝的変異

森脇 和郎 (迫伝研)

6) サケ科魚環を中心とした放校の系統･進化の研究

沼知 位- (東大･氾洋研)

7) アナナスシEIウジ 甘ウバエ並群における柾分化に
ついて

戸弧よし子 (東京都立大･理)

8) 核グラフ法による哺乳現の核型進化の解析

今井 弘民 (迫伝研)

9) 総合討論

5. コメント

本研究会は逝伝学的標識を用いて詔貞淑を始めとする

市等生物の系統.種分化.球の特性を追求している研死

者が会して討論がおこなわれるよう企画された｡迫伝学

的標識は.生化学的変界 (詣呪 1,3,5,6,7),免較学

的変異 (話題2,5,6),形牒学的変只 (詣皿4,7),核型

変異 (話題 5,7,8)など多岐にわたった｡話題 5以下

は.詔晶析以外の動物についておこなわれている研究で

あるが,今後,詔長和学の分野においてもとり入れて然
るべき方法論の捉示があった｡

正長郡の周以下のレベルにおける系統学.分熱学にお

いて.特に生化学的氾伝変異を標識としてこの間屈を追

究している研究者から.従来の主として形態学的な分類

から予想される種分化に比して,蛋白分子の分化が著ろ

しく少ないことが指摘されている.話題1もそれを確認

したものであるが,何故かような結果となるのかは充

分に吟味されなければならない｡単に詔長類の分封が

over-splittingになっているだけなのか.あるいは,適応

と閃姐の深い形博学的分化と分子進化とが速度に韮邦を

生じるような生物学的理由があろのか.が閃皿である｡

この間屈についても*研死会において活死な江見の交換

があった｡ く野沢)
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